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2
月
に
東
京
都
の
城
南
島
海
浜
公
園
で

開
催
さ
れ
た
コ
ー
ル
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
展

示
会
。

　

春
先
を
思
わ
せ
る
陽
気
に
誘
わ
れ
、
多

く
の
人
が
同
社
の
2
0
1
0
年
モ
デ
ル
を

楽
し
み
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
訪
れ
た
。

　

新
製
品
展
示
の
他
、
キ
ャ
ン
プ
教
室
や

用
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
座
な
ど
の
催
し

も
行
わ
れ
、
会
場
に
は
大
き
な
人
垣
が
で

き
て
い
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
城
南
島
海
浜
公
園
は
東

京
23
区
内
に
あ
る
唯
一
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
。
都
心
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
人
気

も
高
い
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
22
区

画
に
隣
接
し
て
公
園
施
設
や
、
人
口
海
浜

が
広
が
り
、
と
て
も
都
心
と
は
思
え
な
い

自
然
味
豊
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
が
海
の
向
こ
う
に
見

え
る
羽
田
空
港
。
各
地
に
向
か
う
飛
行

機
が
次
々
と
飛
び
立
ち
、
そ
の
向
こ
う

に
は
、
離
陸
を
待
つ
飛
行
機
の
姿
も
見

え
る
程
近
く
に
見
え
る
。
飛
行
機
マ
ニ

ア
ら
し
い
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
人
の
姿
も

多
く
見
か
け
た
。
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園
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し
て
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
是
非
多
く
の
方
に

利
用
し
て
欲
し
い
」
と
同
キ

ャ
ン
プ
場
担
当
の
楢
村
洋
道

氏
は
話
し
て
い
る
。

　

営
業
期
間
は
3
月
1
日
か

ら
11
月
30
日
。

　

場
所
は
山
陽
道
・
岡
山
Ｉ

Ｃ
か
ら
約
40
分
、
中
国
道
・

津
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
50
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
。

　

既
存
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
改
修

は
、
新
た
な
キ
ャ
ン
プ
場
の

設
置
に
比
べ
周
辺
環
境
に
も

負
担
が
少
な
く
、
既
存
施
設

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
な
ど

た
け
べ
の
森
に

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

　

岡
山
県
岡
山
市
に
あ
る

「
た
け
べ
の
森
公
園
キ
ャ
ン

プ
場
」
で
は
既
存
の
サ
イ
ト

を
改
修
し
て
、
新
た
に
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
29
区
画

が
作
ら
れ
る
。

　

同
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
吉
備

高
原
の
雄
大
な
自
然
に
囲
ま

れ
、
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
や
カ

ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
、
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
場
な
ど
を
併
設
す
る

総
合
公
園
で
、
桜
、
紫
陽
花

蛍
な
ど
、
四
季
折
々
の
魅
力

で
家
族
か
ら
グ
ル
ー
プ
ま
で

幅
広
く
楽
し
め
る
施
設
と
し

て
知
ら
れ
る
。

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

は
既
存
の
69
サ
イ
ト
の
一
部

を
改
修
し
て
作
ら
れ
る
も
の

で
、
こ
の
夏
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
い
る
。
テ
ン
ト
サ

イ
ト
は
芝
生
で
、
5
ｍ
×
5

ｍ
に
転
圧
舗
装
さ
れ
た
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
付
く
。

　

水
洗
ト
イ
レ
、
温
水
シ
ャ

ワ
ー
の
他
公
園
内
に
は
レ
ス

ト
ラ
ン
も
あ
る
。
レ
ン
タ
ル

用
品
も
整
っ
て
お
り
、「
手

ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
」
も
楽
し
め

る
な
ど
、
初
め
て
の
キ
ャ
ン

プ
に
も
最
適
の
場
所
。

　

料
金
は
変
わ
ら
ず
、
入
場

料
大
人
3
0
0
円
、
子
ど
も

2
0
0
円
、
サ
イ
ト
料
が
2 

5
0
0
円
で
、
家
族
4
人
の

モ
デ
ル
料
金
で
3
5
0
0
円

と
利
用
し
や
す
い
設
定
だ
。

し
か
も
、
日
本
オ
ー
ト
・
キ

ャ
ン
プ
協
会
の
個
人
会
員
な

ら
サ
イ
ト
料
20
％
割
引
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
駐
車
場

か
ら
荷
物
を
運
ぶ
ス
タ
イ
ル

だ
っ
た
が
以
前
か
ら
、
車
の

乗
り
入
れ
を
希
望
す
る
声
が

多
く
、
利
用
者
の
声
を
反
映

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

今
後
も
こ
う
し
た
施
設
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

岡
山
県
岡
山
市
建
部
町
田

地
子
1
5
7
・
40
。

　

問
い
合
わ
せ
先
0
8
6
7

・
22
・
3
1
1
1

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
あ
っ

た
場
所
に
コ
テ
ー
ジ
が
3
棟

人
3
1
5
円
、
子
ど
も
2
1 

0
円
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
割
引
あ
り
。

　

場
所
は
東
名
道
・
浜
松
Ｉ

Ｃ
、
磐
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
25
分
。

　

静
岡
県
磐
田
市
駒
場
字
西

瀬
6
8
6
6
・
10
。

0
5
3
8
・
59
・
3
1
8
0

　

清
流
、
四
万
十
川
の
河
口

に
あ
る
「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
と
ま
ろ
っ
と
」
に
キ
ャ
ビ

この夏リニューアル

気
分
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
オ
ー

ナ
ー

 

キ
ャ
ビ
ン
2
棟
追
加
・
と
ま
ろ
っ
と

宿
泊
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

竜
洋
・
テ
ラ
ス
付
き
コ
テ
ー
ジ

岡山県

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
が
行
っ
て
い
る
キ
ャ
ン

プ
場
団
体
保
険
に
お
け
る
昨

年
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
事
故
の

結
果
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

自
転
車
に
よ
る
も
の
で
は

転
倒
し
て
骨
折
ま
た
前
歯
を

折
っ
た
ケ
ー
ス
。

　

遊
具
に
関
連
す
る
も
の
で

は
、
滑
り
台
に
足
の
小
指
を

挟
み
ひ
び
が
入
っ
た
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
の
ネ
ッ
ト
か
ら
落

下
し
腰
部
を
打
撲
、
遊
具
か

ら
の
落
下
な
ど
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
怪
我
で

は
、
川
底
の
石
で
滑
っ
て
転

倒
し
頭
部
を
打
撲
、
岩
場
で

転
倒
し
前
歯
を
折
る
、
垣
根

を
越
え
る
際
に
転
倒
し
顎
を

裂
傷
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

刃
物
の
事
故
で
は
、
ナ
タ

親
が
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
 

キ
ャ
ン
プ
場
で
の
事
故
報
告

ビジネスからファミリーまで
●秋葉原駅から徒歩2分

●広い部屋・大きなベット。ゆったりとくつろげます。

●この便利さで低料金。特に土・日・祝日は大サービス。

〒１０１-００２５東京都千代田区
神田佐久間町３-３７

電話03-3866-2244

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
が
認
定
し
て
い
る
5
つ

星
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
知

ら
れ
る
静
岡
県
の
竜
洋
海
洋

公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に

新
し
い
コ
テ
ー
ジ
が
3
棟
オ

ー
プ
ン
す
る
。

　

そ
の
他
の
施
設
に
合
わ
せ

て
南
欧
風
の
イ
メ
ー
ジ
で
作

ら
れ
た
新
コ
テ
ー
ジ
は
、
ロ

フ
ト
仕
様
で
、
エ
ア
コ
ン
・

バ
ス
・
ト
イ
レ
に
寝
具
、
食

器
と
す
べ
て
の
装
備
が
そ
ろ

っ
て
い
る
。
リ
ビ
ン
グ
は
16

畳
、
ロ
フ
ト
が
7
畳
の
広
さ

が
あ
り
、
基
本
の
5
人
が
ゆ

っ
た
り
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
最
大
8
名
ま
で
宿
泊
が

可
能
。
雨
の
日
で
も
ア
ウ
ト

ド
ア
気
分
が
味
わ
え
る
よ
う

テ
ラ
ス
に
は
ひ
さ
し
を
設

け
、
ま
た
3
棟
の
内
1
棟
が

バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
に
な
っ

て
い
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
作
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

利
用
開
始
は
4
月
1
日
。

料
金
は
、
5
名
ま
で
1
棟
1 

万
4
7
0
0
円
で
1
人
追
加

1
0
5
0
円
。
入
場
料
は
大

ン
2
棟
が
追
加
。
併
せ
て
17

棟
に
な
っ
た
。

　

新
し
い
キ
ャ
ビ
ン
も
ロ
グ

ハ
ウ
ス
調
の
建
物
で
、
天
井

が
高
く
、
広
々
と
し
た
開
放

感
が
特
徴
。
室
内
に
は
寝
具

付
き
の
ベ
ッ
ド
が
4
つ
、
エ

ア
コ
ン
（
コ
イ
ン
式
）、
冷

蔵
庫
が
あ
り
、
外
に
は
キ
ャ

ビ
ン
専
用
サ
イ
ト
が
設
け
ら

れ
そ
れ
ぞ
れ
に
流
し
台
が
付

く
。
だ
れ
で
も
安
心
し
て
泊

ま
れ
る
キ
ャ
ビ
ン
と
ア
ウ
ト

ド
ア
気
分
た
っ
ぷ
り
の
サ
イ

ト
を
組
み
合
わ
せ
て
、
キ
ャ

ビ
ン
サ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
施

設
だ
。

　

利
用
料
金
は
4
人
ま
で
1

棟
1
万
円
。
1
人
追
加
は

1
0
0
0
円
と
な
る
。
Ｊ
Ａ

Ｃ
割
引
あ
り
。

　

場
所
は
高
知
道
・
須
崎
東

Ｉ
Ｃ
か
ら
約
1
時
間
。
太
平

洋
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る

場
所
に
あ
り
、
海
水
浴
、
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
海

レ
ジ
ャ
ー
満
載
の
場
所
に
あ

る
。

高
知
県
四
万
十
市
下
田

3
5
3
5

0
8
8
0
・
33
・
0
1
0
1

キ
ャ
ビ
ン

サ
イ
ト
増
設

を
使
用
中
に
足
に
受
傷
。

自
然
災
害
で
は
、
突
風
に
飛

ば
さ
れ
頭
部
を
打
撲
と
い
う

も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
熱

湯
に
よ
る
や
け
ど
も
複
数
件

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
特
に
子

ど
も
の
事
故
が
多
く
、
例
年

遊
具
に
よ
る
事
故
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
も
少
な
い

な
が
ら
遊
具
の
事
故
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
の

大
き
な
事
故
で
、
車
と
の
接

触
事
故
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

幸
い
、
昨
年
の
報
告
事
例
に

は
な
か
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
雷
、

増
水
な
ど
自
然
災
害
に
よ
る

大
き
な
危
険
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
指
示
に
従
え
ば
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
場
内
は

車
も
通
る
施
設
で
あ
る
こ
と

を
考
え
、
特
に
小
さ
な
子
ど

も
は
親
が
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
キ
ャ
ン
プ
は
刃
物
や

火
な
ど
、
日
頃
触
れ
る
こ
と

の
少
な
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

時
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
を
子
ど
も
に
自
ら
や
ら
せ

る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
う
し

た
時
に
は
必
ず
親
が
見
て
い

る
と
こ
ろ
で
や
る
、
と
い
う

火
の
扱
い
も
キ
ャ
ン
プ
の
大

き
な
楽
し
み
の
一
つ
。
そ
の

時
は
必
ず
親
と
一
緒
に
楽
し

も
う
。

こ
と
も
安
全
に
キ
ャ
ン
プ
を

楽
し
む
た
め
に
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。



（ 3）　　２０１０年（平成２２年）３月１５日 第１６９号（第三種郵便物認可）

　

21
世
紀
に
入
り
観
光
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。

　

一
方
に
は
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
対
す
る
反
省
か
ら
生
ま

れ
た
「
も
う
一
つ
の
観
光
」

を
模
索
す
る
流
れ
が
あ
り
他

方
に
は
従
来
の
団
体
旅
行
か

ら
個
人
旅
行
に
シ
フ
ト
す
る

流
れ
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の

二
つ
の
流
れ
を
合
流
さ
せ
た

新
し
い
観
光
モ
デ
ル
は
ま
だ

存
在
し
な
い
。
少
な
く
と
も

旅
行
業
界
や
観
光
行
政
の
レ

ベ
ル
に
お
い
て
は
。

　

19
世
紀
後
半
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
観
光
の
一
形
態
と
し
て

生
ま
れ
た
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て

の
キ
ャ
ン
プ
は
、
20
世
紀
に

移
動
手
段
が
自
転
車
や
馬
車

か
ら
車
に
代
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」

教
養
を
高
め
る
と
い
う
意
義

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

英
語
で
観
光
は
「
ツ
ー
リ

ズ
ム
」（tourism

）
と
言

う
が
、
こ
の
概
念
が
定
着
し

た
の
は
19
世
紀
後
半
イ
ギ
リ

ス
に
お
い
て
だ
っ
た
。
18
世

紀
後
半
に
産
業
革
命
が
起
き

る
と
、
工
場
を
中
心
と
し
た

工
業
都
市
が
続
々
と
誕
生
す

る
一
方
で
、
大
量
の
農
民
が

都
市
に
流
入
し
、
至
る
と
こ

ろ
に
貧
し
い
労
働
者
の
住
む

貧
民
街
が
生
ま
れ
た
。
劣
悪

な
住
環
境
と
過
酷
な
労
働
条

件
に
あ
え
ぐ
労
働
者
は
飲
酒

に
溺
れ
、
生
産
性
の
低
下
、

モ
ラ
ル
の
荒
廃
、
犯
罪
の
増

加
な
ど
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
た
。
こ
の
と
き
印
刷
業

を
営
む
敬
虔
な
バ
プ
テ
ィ
ス

ト
だ
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
は
、
折
し
も
開
通
し
た
鉄

道
を
使
っ
て
飲
酒
を
撲
滅
し

よ
う
と
考
え
、
1
8
4
1
年

禁
酒
大
会
へ
の
参
加
と
ピ
ク

ニ
ッ
ク
を
兼
ね
た
日
帰
り
旅

行
を
企
画
し
た
。
こ
の
企
画

は
大
成
功
を
お
さ
め
、
ま
も

な
く
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
は

本
格
的
に
観
光
旅
行
を
業
と

す
る
よ
う
に
な
る
。
労
働
者

に
健
全
な
娯
楽
を
提
供
し
て

飲
酒
の
弊
害
か
ら
救
お
う
と

し
た
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク

は
、
期
せ
ず
し
て
そ
れ
ま
で

富
裕
階
層
の
特
権
で
あ
っ
た

観
光
を
庶
民
の
手
に
渡
す
と

と
も
に
、
観
光
業
と
い
う
レ

ジ
ャ
ー
産
業
を
生
み
出
し
た

の
で
あ
る
。

　

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
近

代
社
会
の
黎
明
期
に
観
光
が

場
が
15
・
7
％
と
最
も
高
く

2
位
ホ
テ
ル
の
6
・
8
％
を

大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

ま
た
1
年
間
の
キ
ャ
ン
プ
場

の
泊
数
は
9
5
0
0
万
泊
に

達
し
そ
の
う
ち
6
2
0
0
万

泊
が
フ
ラ
ン
ス
人
、
3
3
0

0
万
泊
が
外
国
人
で
あ
る
。

　

20
世
紀
に
世
界
有
数
の
観

光
大
国
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス

は
21
世
紀
に
入
っ
た
今
日
も

そ
の
地
位
を
不
動
の
も
の
に

し
て
い
る
が
、
そ
の
原
動
力

と
な
っ
た
の
は
キ
ャ
ン
プ
で

あ
り
、
基
盤
を
な
し
た
の
は

キ
ャ
ン
プ
場
だ
っ
た
。

　

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ

　

ム
と
そ
の
超
克

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
戦

争
の
荒
廃
か
ら
復
興
し
た
先

進
国
は
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
大
衆
観
光
）
の
時
代
を
迎

え
る
。
最
初
に
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
突
入
し
た
の
は

1
9
5
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ

で
、
そ
れ
か
ら
約
10
年
遅
れ

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
日
本

が
続
い
た
。
工
業
生
産
力
の

飛
躍
的
な
増
大
を
背
景
に
、

観
光
が
大
衆
化
し
て
大
量
の

観
光
客
が
生
ま
れ
た
。
マ
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
一
言
で
定
義

す
る
な
ら
ば
「
大
量
移
動
と

大
量
消
費
を
原
理
と
す
る
観

光
」
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。
旅
行
会
社
が
企
画
す
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に
乗
っ

て
、
バ
ス
、
鉄
道
、
飛
行
機

な
ど
の
大
量
輸
送
手
段
を
利

用
し
、
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
な

が
ら
観
光
地
巡
り
を
す
る
と

い
う
の
が
典
型
的
な
形
態
で

誕
生
し
た
と
き
、
そ
の
本
質

に
は
「
移
動
」
と
「
啓
発
」

と
い
う
二
つ
の
要
素
が
あ
っ

た
。

　

国
に
よ
る

　

観
光
振
興

　

観
光
が
新
し
い
レ
ジ
ャ
ー

と
し
て
生
ま
れ
、
産
業
に
ま

で
成
長
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス

だ
が
、
国
家
が
観
光
の
振
興

に
乗
り
出
し
た
の
は
フ
ラ
ン

ス
が
最
初
で
あ
る
。

　

1
9
1
0
年
フ
ラ
ン
ス
は

世
界
に
先
駆
け
て
政
府
観
光

局
（Office National 
du Tourisme

）
を
設
置

し
、
国
と
し
て
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
だ
。

　

1
9
3
6
年
の
総
選
挙
で

選
ば
れ
た
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム

人
民
戦
線
内
閣
は
、
労
働
運

動
の
激
化
と
世
界
恐
慌
の
影

響
を
背
景
に
、
す
べ
て
の
労

働
者
に
2
週
間
の
連
続
有
給

休
暇
を
保
障
す
る
「
バ
カ
ン

ス
法
」
を
定
め
た
。
労
働
者

の
心
身
の
健
康
を
増
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
経
済
の
再
生

を
図
る
の
が
目
的
で
、
法
律

で
企
業
に
有
給
休
暇
制
度
を

義
務
づ
け
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の
当
時
2
週
間
と
い

う
長
期
休
暇
を
消
化
す
る
に

は
労
働
者
の
所
得
水
準
は
低

く
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
施

設
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
政

府
は
低
廉
な
宿
泊
施
設
と
し

て
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
キ
ャ
ン

プ
場
を
整
備
し
て
労
働
者
を

受
け
入
れ
た
。

　

多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
余

暇
に
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
よ
う

の
形
態
を
と
っ
た
。
そ
し
て

近
年
、
地
球
規
模
で
の
環
境

問
題
の
深
刻
化
と
、
そ
れ
に

伴
う
環
境
意
識
の
高
ま
り
を

受
け
て
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

は
高
度
に
環
境
を
意
識
し
た

レ
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
そ
の

原
点
に
帰
っ
て
「
観
光
」
と

し
て
捉
え
か
え
す
こ
と
に
よ

り
21
世
紀
に
お
け
る
新
し
い

観
光
モ
デ
ル
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
観

光
概
念
の
変
遷
を
概
観
す
る

と
と
も
に
、「
観
光
と
し
て

の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」
の
現

状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
課
題

と
展
望
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　

観
光
の
誕
生

　

観
光
の
語
源
は
、
中
国
の

「
易
経
」
に
出
て
く
る
「
観

国
之
光
」、
す
な
わ
ち
「
国

の
光
を
観
る
」
で
あ
る
。
つ

ま
り
他
の
国
の
価
値
あ
る
文

物
を
視
察
す
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
日
本
で
は
一
般
に

明
治
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
た

観
光
と
い
う
言
葉
に
は
、
諸

国
を
ま
わ
っ
て
見
聞
を
広
め

21
世
紀
の
観
光
を
考
え
る

　

20
世
紀
末
（
93
年
）
フ
ラ

ン
ス
に
は
約
1
7
0
万
台
の

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約

1
5
0
万
台
が
牽
引
式
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
ト
レ
ー

ラ
ー
大
国
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
キ
ャ
ン
プ
場
の
数
は
1

万
1
0
0
0
、
ピ
ッ
チ
（
区

画
）
数
は
ほ
ぼ
1
0
0
万
に

達
し
た
。
当
時
の
観
光
白
書

に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
国
内

の
宿
泊
施
設
の
割
合
は
ベ
ッ

ド
数
に
換
算
し
て
キ
ャ
ン
プ

に
な
っ
た
結
果
、
国
民
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
ラ
イ

フ
（
生
活
の
質
）
が
著
し
く

向
上
し
、
長
期
バ
カ
ン
ス
は

フ
ラ
ン
ス
人
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
1
9
5

6
年
に
有
給
休
暇
が
3
週
間

に
伸
ば
さ
れ
、
折
し
も
始
ま

っ
た
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
あ
い
ま
っ
て
「
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
」
を
迎
え

た
。
1
9
6
4
年
当
時
、
フ

ラ
ン
ス
人
の
全
労
働
者
の
21

％
、
管
理
職
の
11
％
が
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
み
、
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
保
有
台

数
は
7
万
台
に
達
し
た
。
そ

の
後
も
有
給
休
暇
は
1
9
6

9
年
に
4
週
間
、
1
9
8
2

年
に
5
週
間
と
拡
大
さ
れ
ブ

ー
ム
に
拍
車
を
か
け
た
。

あ
る
。
そ
の
経
済
効
果
は
き

わ
め
て
大
き
く
各
国
政
府
も

国
策
と
し
て
積
極
的
に
推
進

し
た
。

　

し
か
し
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
地
球
全
体
を
覆
う
よ
う
に

な
っ
た
1
9
8
0
年
代
頃
か

ら
、
弊
害
も
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
な
ど
の
観
光
開
発
に
よ

る
大
規
模
な
自
然
破
壊
だ
け

で
な
く
、
大
量
の
観
光
客
に

よ
る
環
境
汚
染
や
、
地
域
の

文
化
的
環
境
の
変
容
も
問
題

と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
代
わ
る

観
光
概
念
と
し
て
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
も
う

一
つ
の
観
光
」
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

1
9
9
2
年
ブ
ラ
ジ
ル
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催

さ
れ
た
「
環
境
と
開
発
に
関

す
る
国
連
会
議
」、
い
わ
ゆ

る
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て

環
境
保
全
の
基
本
理
念
と
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
（
持
続
可
能
な
開

発
）
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
れ

は
環
境
か
開
発
か
の
二
者
択

一
で
は
な
く
、
環
境
と
両
立

す
る
形
で
開
発
を
追
求
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

理
念
に
立
っ
て
観
光
分
野
で

も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
持
続
可
能
な
観
光
）

が
提
唱
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で

の
よ
う
に
自
然
や
地
域
に
負

荷
を
か
け
る
観
光
で
は
な
く

そ
れ
ら
と
両
立
す
る
観
光
、

む
し
ろ
そ
れ
ら
の
保
全
に
寄

与
す
る
観
光
が
追
求
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

次
号
に
続
く

フ
ラ
ン
ス
は
戦
後
、
車
の
普
及
に
よ
り
ト
レ
ー
ラ
ー
が
急

増
。
写
真
は
1
9
7
0
年
F
I
C
C
世
界
大
会

観
光
と
し
て
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

 

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会
常
認
理
事　

明
瀬
一
裕

第 1回

（序論）

1905年当時のキャンパーと1884
年製のホースキャラバン

1930 年代フランス
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5
月
15
日
竜
洋
海
洋
公
園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
静
岡

県
磐
田
市
）
で
「
第
1
回
Ｊ

Ａ
Ｃ
東
海
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
は
、
日
本
オ

ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｃ
）
東
海
地
区
に
住
む
個

　

Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
で
知

ら
れ
る
新
富
士
バ
ー
ナ
ー
の

シ
ン
グ
ル
バ
ー
ナ
ー
「
マ
イ

ク
ロ
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
ス
ト

ー
ブ
Ｏ
Ｄ
・
1
Ｒ
」
と
使
い

捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
燃
料
に
し

た
小
型
バ
ー
ナ
ー
「
ポ
ケ
ト

ー
チ
」
が
、
米
国
バ
ッ
ク
パ

ッ
カ
ー
誌
が
選
ぶ
エ
デ
ィ
タ

5
月
竜
洋
で
開
催

ー
ズ
チ
ョ
イ
ス
ア
ワ
ー
ド
に

選
ば
れ
た
。

　

同
賞
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
界

で
最
も
権
威
あ
る
賞
と
言
わ

れ
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
優

れ
た
性
能
や
デ
ザ
イ
ン
の
も

の
が
選
ば
れ
る
。

　

同
社
は
、
2
月
に
米
国
の

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
で
行
わ
れ
た

ア
ウ
ト
ド
ア
リ
テ
イ
ラ
ー
シ

ョ
ー
に
出
展
。
新
富
士
バ
ー

ナ
ー
の
ブ
ー
ス
で
は
、
同
賞

の
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

　

写
真
は
新
富
士
バ
ー
ナ
ー

新
富
士
バ
ー
ナ
ー

エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
チ
ョ
イ
ス

 

ア
ワ
ー
ド
受
賞 JAC東海の集い

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
専
用

キ
ャ
ッ
プ
絶
賛
発
売
中

　

毎
年
米
国
の
ソ
ル
ト
レ
イ

ク
市
で
行
わ
れ
。
8
5
0
以

上
の
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー

や
販
売
店
が
出
展
す
る
大
規

模
な
展
示
会
「
ア
ウ
ト
ド
ア

リ
テ
イ
ラ
ー
シ
ョ
ー
」。

　

メ
イ
ン
フ
ロ
ア
に
は
ア
ウ

ト
ド
ア
業
界
の
有
名
企
業
が

大
き
な
ブ
ー
ス
を
構
え
る

他
、
全
体
的
に
眺
め
る
と
ア

パ
レ
ル
系
の
企
業
も
多
く
色

使
い
も
鮮
や
か
だ
。

　

出
展
数
の
多
さ
や
会
場
の

広
さ
も
あ
り
、
す
べ
て
を
見

ア
ウ
ト
ド
ア
リ
テ
イ
ラ
ー

 

シ
ョ
ー
参
加
記

 

坂
之
上
丈
二
氏

人
会
員
で
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
関
東
に

続
い
て
設
け
ら
れ
た
も
の
。

　

同
じ
地
域
に
住
む
キ
ャ
ン

パ
ー
同
士
の
交
流
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
現
在
、
同
地

区
在
住
の
の
北
村
則
夫
氏
が

代
表
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
東
海
の
集
い
実
行
委
員

会（
委
員
長
・
北
村
則
夫
氏
）

に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
、

日
頃
自
分
の
家
族
だ
け
で
キ

ャ
ン
プ
を
し
て
い
る
人
達
に

家
族
の
枠
を
超
え
た
キ
ャ
ン

パ
ー
同
士
の
情
報
交
換
や
、

家
族
ぐ
る
み
の
交
流
の
楽
し

み
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
回
は
公
認
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
指
導
者
部
会
と
会
場
の

竜
洋
海
洋
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
の
協
力
を
得
て
「
ゆ

っ
く
り
、
の
ん
び
り
、
顔
合

わ
せ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
運

営
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

当
日
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
釣

り
大
会
、
フ
ェ
ル
ト
教
室
、

一
品
持
ち
寄
り
交
流
会
を
予

定
し
て
い
る
。

　

募
集
定
員
は
先
着
20
組
。

参
加
費
は
1
家
族
4
名
ま
で

6
0
0
0
円
（
サ
イ
ト
料
・

衛
生
設
備
協
力
金
・
電
源
代

・
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
を
含
む

・
4
名
を
超
え
る
場
合
は
1

人
に
付
き
5
0
0
円
）。

　

申
し
込
み
は
本
紙
4
月
号

に
同
封
さ
れ
る
参
加
申
込
書

に
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
は

北
村
氏
宛
の
メ
ー
ルktmr-

@kvd.biglobe.ne.jp

へ
。

　

公
認
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指

導
者
の
お
互
い
の
活
動
を
報

告
す
る
連
絡
会
が
2
月
27
日

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協

会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
事
務
所
で
開

催
さ
れ
8
名
が
参
加
し
た
。

  

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
報
告

に
続
き
、
4
月
に
行
わ
れ
る

ア
ウ
ト
ド
ア
2
0
1
0
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
コ
ー
ナ

ー
、
指
導
者
の
地
域
毎
の
活

動
、
指
導
者
養
成
講
習
会
の

資
料
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
、
東
海
・
関
東
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
研
修
会

の
予
定
も
報
告
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
、
明
瀬
一
裕
、

大
塚
晃
司
、
金
子
達
也
、
佐

藤
敦
美
、
新
田
清
喜
、
松
本

洋
之
介
、
須
藤
幸
治
、
北
村

則
夫
、
小
俣
幸
男
（
Ｊ
Ａ
Ｃ

事
務
局
）。

各
地
で
の
活
動
報
告

 

指
導
者
連
絡
会
開
く

ブ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
受
賞
式

の
模
様
。
左
か
ら
山
本
晃
社

長
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
誌
編

集
担
当
ク
リ
ス
テ
ン
氏
、
山

本
宏
開
発
部
長
。

て
回
る
に
は
、
か
な
り
の
時

間
が
か
か
る
が
、
世
界
各
国

か
ら
の
出
展
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
ア
ウ
ト
ド
ア
の
用
品

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
傾
向
を

見
て
回
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
展
示
以
外
に
も
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
小
売
店
向

け
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
会
場
内

で
行
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら

一
般
公
開
は
さ
れ
て
お
ら
ず

会
場
内
は
撮
影
禁
止
。
小
売

店
や
プ
レ
ス
関
連
の
関
係
者

の
み
の
来
場
で
、
1
万
7
0

0
0
人
ほ
ど
の
入
場
者
が
あ

る
と
い
う
。

　

来
場
者
は
ラ
フ
な
服
装
が

多
く
、
背
中
に
は
バ
ッ
ク
パ

ッ
ク
、
腰
に
は
レ
ザ
ー
ケ
ー

ス
に
入
っ
た
多
機
能
携
帯
電

話
（
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
）
と
い

う
印
象
。
し
か
し
話
を
聞
く

と
そ
の
肩
書
き
は
、
社
長
で

あ
っ
た
り
、
有
名
企
業
の
バ

イ
ヤ
ー
な
ど
、
錚
々
た
る

方
々
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
重

ん
じ
る
業
界
な
の
だ
と
感
じ

る
。

　

大
き
な
店
舗
の
担
当
者
ば

か
り
で
な
く
、
家
族
で
営
ん

で
い
る
よ
う
な
「
町
の
ア
ウ

ト
ド
ア
用
品
店
」
と
い
っ
た

人
も
多
く
来
場
し
て
い
る
。

　

会
場
の
大
き
さ
と
出
展
数

の
多
さ
か
ら
、
来
場
さ
れ
た

人
は
個
々
に
目
的
を
も
っ
て

会
場
内
を
回
っ
て
い
る
と
思

う
が
、「
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

誌
エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
チ
ョ
イ
ス

ア
ワ
ー
ド
」
の
受
賞
直
後
か

ら
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ブ
ー
ス
に
は
広

い
会
場
内
で
も
、「
一
見
の

価
値
あ
り
」
の
ブ
ー
ス
に
な

り
大
勢
の
方
々
が
訪
れ
て
く

れ
た
。
そ
れ
だ
け
賞
が
業
界

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
の
だ
と
実
感
し
た
。

　

ま
た
ブ
ー
ス
を
訪
れ
る
人

達
が
展
示
製
品
の
良
い
と
こ

ろ
悪
い
と
こ
ろ
を
と
て
も
素

直
に
表
現
し
て
く
れ
、「
こ

こ
は
素
晴
ら
し
い
」「
こ
こ

は
こ
う
し
た
方
が
良
い
」
な

ど
、
国
民
性
の
違
い
な
ど
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
（
新
富
士
バ
ー
ナ
ー
広
報

・
坂
之
上
丈
二
記
）
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R
V
ラ
ン
ド
代
表　

阿
部
和
麿

最終回

C
a
m
p
in
g
C
a
r
C
ritiq
u
e

キ

ャ

ン

ピ

ン

グ

カ

ー

ク

リ

テ

ィ

ー

ク

農
作
物
ま
で
作
ら
な
く
て
も

い
い
か
ら
、
立
ち
寄
っ
て
、

保
存
剤
や
着
色
剤
の
混
入
し

な
い
農
作
物
の
生
の
味
に
接

し
て
ほ
し
い
。

　

気
に
入
れ
ば
、
種
ま
き
と

刈
り
入
れ
の
と
き
だ
け
や
っ

て
き
て
、
大
地
を
耕
す
感
触

を
自
分
の
胸
に
受
け
と
め
て

も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
大
地

の
中
か
ら
、
そ
の
人
の
膨
大

な
時
間
の
あ
る
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
を
豊
か
に
す
る
ヒ
ン
ト

を
掘
り
起
こ
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
ん
な
話
を
最
後
に
、
ひ

と
ま
ず
こ
の
連
載
を
終
わ
り

た
い
。
思
え
ば
、
長
い
間
こ

の
連
載
を
続
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
分
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
ラ
イ
フ
に
も
新
し
い

発
見
が
次
々
と
も
た
ら
さ
れ

た
。
記
事
を
書
き
な
が
ら
、

…
い
や
待
て
よ
…
と
調
べ
も

の
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
見

落
と
し
て
い
た
も
の
、
勘
違

い
し
て
い
た
も
の
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

連
載
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ

た
日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
の
方
々
、
特
に
編
集
に

携
わ
っ
た
堺
さ
ん
に
は
お
世

話
に
な
っ
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
ず
っ
と
お
つ
き
合
い

を
い
た
だ
い
た
読
者
の
方
に

も
感
謝
し
た
い
。
と
き
ど
き

編
集
部
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

た
読
者
の
励
ま
し
の
お
手
紙

が
、
何
よ
り
も
連
載
を
続
け

る
力
を
与
え
て
く
れ
た
。
皆

さ
ま
と
ま
た
お
会
い
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

前
回
の
記
事
で
、
日
本
人

の
平
均
寿
命
が
伸
び
た
こ
と

に
よ
り
、
定
年
後
の
自
由
時

間
が
8
万
7
6
0
0
時
間
に

及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
を
述
べ
た
。
こ
れ
は
、

普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら

ば
現
役
時
代
に
会
社
で
働
い

た
時
間
よ
り
長
く
、
文
字
ど

お
り
「
第
二
の
人
生
」
が
始

ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

し
か
し
そ
れ
は
健
康
と
い

う
も
の
が
維
持
さ
れ
て
こ
そ

獲
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
も
事
実
だ
。
い
か
に
「
第

二
の
人
生
」
の
時
間
が
長
か

ろ
う
が
、
病
床
に
つ
い
た
ま

ま
過
ご
す
時
間
が
大
半
で
あ

る
な
ら
ば
意
味
が
な
い
。

　

健
康
を
維
持
す
る
要
素
は

三
つ
ほ
ど
あ
る
。「
食
」
と

「
水
」
と
「
空
気
」
だ
。
特

に
食
に
関
し
て
は
、
欧
米
流

の
脂
肪
分
の
多
い
食
事
が
主

流
と
な
っ
た
今
、
そ
れ
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
が
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
説
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
存
が

効
く
よ
う
に
各
種
の
保
存
剤

や
着
色
剤
が
発
達
し
、
そ
れ

が
人
体
に
有
害
で
あ
る
こ
と

も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

　

水
に
関
し
て
も
同
様
で
あ

る
。
日
本
の
水
道
水
は
、
世

界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
安

全
性
の
高
い
水
と
し
て
供
給

さ
れ
て
い
る
の
は
事
実
だ
が

そ
の
水
の
内
容
と
あ
り
方
に

関
し
て
は
ど
う
か
。
現
在
の

名
水
ブ
ー
ム
に
は
単
に
「
美

味
し
い
水
」
を
求
め
る
と
い

う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
健

康
を
維
持
す
る
た
め
の
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
を
含
有
し
て
い

る
水
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と

い
う
背
景
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

3
番
目
は
空
気
だ
。
自
動

車
の
排
ガ
ス
や
工
場
や
事
業

所
か
ら
排
出
さ
れ
る
大
気
汚

染
物
質
だ
け
で
な
く
、
中
国

大
陸
か
ら
渡
っ
て
く
る
黄
砂

に
も
、
呼
吸
器
や
循
環
器
に

有
害
な
物
質
が
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

長
期
に
渡
っ
て
健
康
を
維
持

し
か
も
、
そ
の
土
地
に
飽
き

た
ら
場
所
を
変
え
、
新
し
い

生
活
を
求
め
て
移
動
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。

　

各
地
の
漁
港
で
新
鮮
な
魚

を
入
手
し
、
採
り
立
て
の
野

菜
を
仕
入
れ
、
お
い
し
い
水

を
確
保
し
、
汚
染
さ
れ
な
い

空
気
を
胸
一
杯
吸
い
な
が
ら

旅
す
る
。
そ
こ
に
、
こ
れ
か

ら
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
ラ

イ
フ
の
意
義
が
あ
る
。

　

私
は
人
生
の
後
半
戦
を
、

そ
の
よ
う
な
場
所
づ
く
り
に

費
や
そ
う
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

ユ
ー
ザ
ー
が
自
由
に
使
え
る

「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ま
だ
準
備

段
階
に
過
ぎ
な
い
が
、
す
で

に
実
験
的
に
い
く
つ
か
の
農

作
物
を
つ
く
り
、
農
作
物
の

生
育
に
適
し
た
環
境
を
整
え

る
た
め
の
デ
ー
タ
を
取
り
始

め
て
い
る
。

　

完
成
し
た
ら
、
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
で
日
本
を
一
周
し

て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
に
、

ぜ
ひ
寄
っ
て
も
ら
い
た
い
。

「キャンピングカー
ライフで健康維持」

　

1
・
5
㍑
Ｖ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
エ
ン

ジ
ン
と
ホ
ン
ダ
独
自
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
を
組
み

合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な

し
て
い
く
に
は
、
有
害
物
質

を
含
ま
な
い
食
糧
と
水
、
そ

し
て
澄
ん
だ
空
気
が
不
可
欠

と
な
っ
て
く
る
。

　

な
ら
ば
、
そ
う
い
う
も
の

が
常
に
保
証
さ
れ
る
場
所
を

探
し
、
そ
こ
に
家
を
建
て
て

暮
ら
す
の
が
一
番
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
誰
に

で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

し
、
そ
れ
な
り
の
出
費
も
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
を
持
て
ば
、
そ
う
い
う
生

活
を
か
な
り
の
割
合
で
ト
レ

ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

走
り
が
楽
し
め
る
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
カ
ー
。

　

ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
走
り
が

楽
し
め
る
よ
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
カ
ー
と
し
て
世
界
で
初
め

て
6
速
Ｍ
Ｔ
を
設
定
。
Ｃ
Ｖ

Ｔ
車
に
は
パ
ド
ル
シ
フ
ト
が

標
準
装
備
さ
れ
る
。

　

市
街
地
、
高
速
道
路
、
ワ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
走

行
状
況
や
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
の

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
・
ノ
ー
マ
ル
・
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｎ
の
3
つ
の
走
行
モ
ー
ド

を
選
択
で
き
る
3
モ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
。

　

10
・
15
モ
ー
ド
走
行
の
燃

費
で
は
、
1
㍑
あ
た
り
25
㎞

ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

（
Ｃ
Ｖ
Ｔ
車
）
と
い
う
低
燃

費
を
達
成
す
る
な
ど
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
の
特
長
で
あ
る

環
境
性
能
も
高
い
レ
ベ
ル
で

実
現
し
て
い
る
。

　

躍
動
感
溢
れ
る
ワ
ン
モ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ル
ム
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
デ
ザ
イ
ン
。
後
部
の

ラ
ゲ
ッ
ジ
ス
ペ
ー
ス
は
、
普

段
の
買
い
物
に
充
分
な
収
納

ス
ペ
ー
ス
で
、
コ
ン
パ
ク
ト

キ
ャ
ン
プ
な
ら
キ
ャ
ン
プ
用

品
の
収
納
も
充
分
可
能
な
サ

イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。

　

タ
イ
プ
β
6
Ｍ
Ｔ
仕
様
で

2
2
6
万
8
0
0
0
円
。

　

問
い
あ
わ
せ
0
1
2
0
・

1
1
2
0
1
0
。

ホンダ「CR-Z」
　

後
部
が
ス
ラ
イ
ド
ア
ウ
ト

し
、
走
向
時
は
コ
ン
パ
ク
ト

に
、
就
寝
時
は
、
広
い
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
を
確
保
す
る
米
国

ジ
ェ
イ
コ
車
製
ト
ラ
ベ
ル
ト

レ
ー
ラ
ー
。

　

電
動
式
で
簡
単
に
室
内
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
は
1
9
0
㎝
四
方

の
キ
ン
グ
サ
イ
ズ
。

  

そ
の
他
、
2
段
ベ
ッ
ド
と

リ
ビ
ン
グ
に
は
ダ
イ
ネ
ッ
ト

と
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
に
ト
イ

レ
・
シ
ャ
ワ
ー
・
冷
蔵
庫
を

備
え
る
ゆ
と
り
の
広
さ
。

全
長
7
2
6
4
㎜
、
全
幅

2
4
5
0
㎜
。4
4
1
万
円
。

0
4
2
・
5
2
0
・
1
8
6
6

　

屋
根
が
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
す

る
ほ
か
、
後
部
出
入
口
部
に

キ
ッ
チ
ン
を
移
動
で
き
る
ド

イ
ツ
・
ホ
ビ
ー
社
製
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
ー
。

　

キ
ッ
チ
ン
は
テ
ラ
ス
で
使

え
る
よ
う
に
取
り
外
し
が
で

き
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
横
に
固

定
で
き
る
（
写
真
下
）。

　

風
の
抵
抗
が
少
な
い
ウ
ェ

ッ
ジ
シ
ェ
イ
プ
に
コ
ン
パ
ク

ト
な
ボ
デ
ィ
ー
で
、
け
ん
引

走
行
を
よ
り
軽
快
に
し
、
牽

引
車
負
担
を
減
ら
す
な
ど
、

環
境
性
能
の
高
い
ト
レ
ー
ラ

ー
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

就
寝
定
員
3
名
。
2
2
0

万
5
0
0
0
円
。
0
4
9
・

2
7
9
・
0
0
9
9
。

「キップコンパクト」
 トーザイアテオ

後部が伸びて広々室内
「ジェイフェザー」ボナンザ

奥
行
き
あ
る
ゆ
と
り
の
室
内

室内拡がるトレーラー
移
動
す
る
キ
ッ
チ
ン

移
動
キ
ッ
チ
ン
は
積
み
込
む

装
備
を
減
ら
し
て
く
れ
る
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経
済
学
者
ゲ
ー
リ
ー
ベ
ッ

カ
ー
氏
は
、
休
暇
に
は
「
予

算
的
制
約
」
の
他
に
「
時
間

的
制
約
」
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

  

現
在
の
日
本
で
は
、
国
、

社
会
、
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
で
、
時
間
の
価
値
、

中
で
も
余
暇
時
間
の
価
値
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

戦
後
、
50
％
を
越
え
て
い

た
農
業
就
労
人
口
は
今
や
20

％
を
切
り
、
人
口
は
都
市
部

に
集
中
し
、
重
工
業
化
が
進

ん
で
き
た
。
ま
た
人
口
の
増

加
も
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
、

日
本
は
、
国
の
あ
り
方
が
変

わ
る
大
き
な
転
換
点
に
来
て

い
る
。

　

終
身
雇
用
制
度
の
終
焉
に

よ
り
、
失
業
者
が
増
え
て
い

る
こ
と
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で

の
産
業
構
造
や
人
口
分
布
の

変
化
に
よ
り
従
来
の
制
度
の

「
き
し
み
」
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
長
年
機
能
し
て
き

た
制
度
は
一
つ
の
制
度
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
制
度
と
の

補
完
機
能
が
あ
り
、
終
身
雇

用
の
問
題
も
、
現
実
的
に
は

雇
用
の
制
度
の
中
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
。

　

毎
年
恒
例
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）
の
ラ
ッ

シ
ュ
な
ど
も
「
き
し
み
」
の

顕
著
な
例
と
言
え
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
企
業
が
変
化

す
る
か
、
制
度
を
変
革
す
る

か
の
2
つ
の
方
法
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
場
合
、
制
度
を

変
革
す
る
こ
と
の
方
が
、
都

市
や
企
業
の
あ
り
方
の
大
き

な
変
革
が
期
待
で
き
る
。

　

日
本
の
成
長
戦
略
を
考
え

る
上
で
、
①
グ
ロ
ー
バ
ル
化

②
過
剰
供
給
、
③
健
康
・
医

療
・
環
境
の
3
つ
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

①
ド
イ
ツ
と
日
本
の
輸
出

を
比
べ
て
み
る
と
、
日
本
の

15
％
に
比
べ
て
、
ド
イ
ツ
は

40
％
と
高
く
、
日
本
が
国
内

需
要
を
中
心
に
考
え
、
ド
イ

ツ
が
国
外
需
要
を
中
心
に
考

え
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。

今
後
の
成
長
戦
略
を
考
え
る

上
で
は
、
日
本
を
大
き
く
、

オ
ー
プ
ン
に
考
え
、
ド
イ
ツ

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
市
場

に
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本

も
ア
ジ
ア
全
体
を
市
場
と
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立

つ
必
要
が
あ
る
。

　

②
「
過
剰
供
給
」
と
は
、

公
共
事
業
、
百
貨
店
、
自
動

車
な
ど
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち

に
見
ら
れ
る
過
剰
供
給
の
こ

と
で
働
き
過
ぎ
な
ど
も
そ
れ

に
該
当
す
る
。
今
後
人
口
の

減
少
を
考
え
れ
ば
、
今
後
は

生
産
年
齢
人
口
に
合
わ
せ
て

こ
う
し
た
も
の
を
20
％
削
減

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

③
健
康
・
医
療
・
環
境
に

つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
活
動

を
活
発
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　
「
働
く
」
と
い

　

う
意
味
の
変
化

　

人
間
の
歴
史
の
中
で
「
働

く
」
と
い
う
言
葉
の
内
容
は

変
化
し
て
い
る
と
い
う
。
産

業
革
命
以
前
は
、
様
々
な
作

業
を
人
間
が
行
っ
て
い
た
Ｌ

Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
。
産
業
革
命
後
の

機
械
を
人
間
が
動
か
す
Ｗ
Ｏ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
た
な

成
長
戦
略
と
し
て
の
休
暇
改
革
」

　キャンプ場や車の中、家での非常用に便利なハンディ
ーライトがカラフルになって新登場。丈夫なアルミニュ
ームボディーで、本体の先端を回すと点灯するシンプル
な構造なので、手袋をしたままでも操作でき、故障も少
ないのが特徴です。
　単四形乾電池３本付きで、バルブは省エネで最近注目
されているLEDなので、約35時間の連続点灯が可能です。
照射距離は、手元・足下を照らすのに充分な約13m。本
体をキズや汚れから守る収納ケース付き。ガンメタ、ブ
ルー、シルバー、オレンジの４色、1,575円（税込み）

小さい！丈夫！長持ち！三拍子揃ったフラッシュライト
『ミニLEDフラッシュライト／３ＡＡＡ』

観光庁

ら
れ
た
。
こ
う
し
た
休
暇
分

散
化
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
の

減
少
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
な

ど
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
充
実
化
、
地
域
経
済

へ
の
貢
献
、
家
族
の
時
間
の

充
実
な
ど
様
々
な
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
1
9
3
6
年

マ
テ
ィ
ニ
ョ
ン
協
定
の
調
印

に
よ
り
、
労
働
者
に
、
そ
れ

以
前
に
は
な
か
っ
た
15
日
間

の
有
給
休
暇
が
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
56
年
に
は
3

週
間
、
経
済
が
上
向
き
だ
っ

た
69
年
に
4
週
間
に
、
そ
し

て
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
が
就

任
し
た
81
年
に
は
5
週
間
の

有
給
休
暇
が
与
え
ら
れ
現
在

に
い
た
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
各
国
の
生
産
力

と
比
較
す
る
と
、
Ｇ
7
主
要

国
の
1
人
当
た
り
の
国
内
総

生
産
で
は
フ
ラ
ン
ス
は
2
位

労
働
時
間
当
た
り
の
国
内
総

生
産
で
は
1
位
で
あ
り
、
ま

た
、
国
内
に
は
科
学
、
医
薬

自
動
車
、
航
空
、
情
報
通
信

な
ど
世
界
に
誇
る
企
業
を
抱

え
て
お
り
、
休
み
と
経
済
の

両
立
を
実
現
し
て
い
る
。

　

バ
カ
ン
ス
に
対
す
る
意
識

を
見
る
と
「
バ
カ
ン
ス
を
と

れ
な
く
て
も
仕
方
が
な
い
」

と
答
え
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
人

で
は
22
％
、
日
本
人
で
は
92

％
。
有
給
休
暇
の
う
ち
放
棄

し
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
う

日
数
は
、
日
本
人
で
は
15
日

中
で
7
日
に
対
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
人
で
は
38
日
の
う
ち
2

日
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
バ
カ
ン
ス
に
対
す
る
意

識
は
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
で
は

大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

  

労
働
時
間
も
週
35
時
間
を

契
約
形
態
の
軸
と
し
超
過
勤

務
は
半
日
あ
る
い
は
1
日
の

有
給
休
暇
に
置
き
換
え
ら
れ

有
給
休
暇
は
繰
り
越
し
可
能

で
、
ま
た
貯
蓄
さ
れ
た
時
間

に
相
当
す
る
金
額
を
年
末
に

現
金
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

1
9
8
2
年
に
は
チ
ェ
ッ

ク
（
小
切
手
）・
バ
カ
ン
ス

公
社
と
い
う
公
的
機
関
が
設

置
さ
れ
、
企
業
や
公
的
機
関

が
旅
行
費
用
の
一
部
を
負
担

す
る
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
バ
カ

ン
ス
と
余
暇
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
。

　

休
暇
の
分
散
化
は
45
年
〜

75
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
度
経

済
成
長
期
に
始
ま
っ
た
も
の

で
、
64
年
に
学
校
休
暇
を
2

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
、
95
年

に
は
3
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け

連
続
5
週
間
の
休
暇

 

「
フ
ラ
ン
ス
の
休
暇
制
度
」

 
ジ
ュ
ー
ル
・
イ
ル
マ
ン

テ
レ
ビ
東
京
の
経
済
番
組
キ

ャ
ス
タ
ー
と
し
て
も
お
馴
染

み
の
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藤
元
重
氏
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「
休
暇
改
革
」
は
財
政
出
動
を
伴
わ
な
い
新
た
な
成
長

戦
略
と
し
て
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
重
点
戦
略
分
野

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
観
光
庁
で
は

2
月
26
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
休
暇
改
革
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
や
課
題
の
取
り
組
み
方
な
ど

に
つ
い
て
議
論
を
行
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
た
な
成
長
戦

略
と
し
て
の
休
暇
改
革
」
を
開
催
し
た
。

　

休
暇
の
取
得
と
分
散
化
に
焦
点
を
あ
て
、
東
京
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
の
伊
藤
元
重
教
授
と
在
日
フ
ラ
ン
ス

大
使
の
ジ
ュ
ー
ル
イ
ル
マ
ン
参
事
官
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
、
後
半
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ

ャ
パ
ン
・
安
藤
哲
也
代
表
理
事
、
杉
並
教
育
委
員
会
・
井

出
隆
安
教
育
長
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
・
小
倉
一

哉
主
任
研
究
員
、
東
京
大
学
大
学
院
医
学
軽
研
究
科
・
島

津
明
人
准
教
授
の
5
名
を
パ
ネ
ラ
ー
と
、
コ
ー
デ
ィ
ー
タ

ー
に
藤
元
重
氏
を
迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
議
論
を
展
開
し
た
。

制
度
改
革
の
突
破
口
に

 

「
休
暇
取
得
・
分
散
化
の
意
義
」

 

伊
藤
元
重
氏

有
給
は
み
ん
な
で

 

取
れ
ば
怖
く
な
い

　

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
休
暇
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
た
。

▼
井
出
隆
安
氏
。
学
校
の
休

業
日
の
分
散
に
つ
い
て
は

親
と
子
ど
も
の
休
み
を
同
時

期
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
部

活
動
の
大
会
や
受
験
期
な
ど

様
々
な
問
題
が
あ
る
が
、
休

Ｒ
Ｋ
。
そ
し
て
そ
の
先
は
、

そ
の
人
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
す
る
ラ
イ
ス
ス
タ
イ
ル
と

仕
事
と
の
垣
根
が
限
り
な
く

な
く
な
っ
た
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
」

だ
と
い
う
の
だ
が
、
と
て
も

面
白
い
考
え
方
だ
と
思
う
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
を
元
に

休
暇
を
も
う
一
度
考
え
直
し

制
度
を
変
革
す
る
こ
と
は
、

現
在
の
日
本
が
抱
え
る
様
々

な
問
題
解
決
の
突
破
口
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

ど
様
々
な
効
果
に
繋
が
っ
て

い
く
。

▼
小
倉
一
哉
氏
。
年
休
の
日

数
の
国
際
比
較
を
す
る
と
欧

米
に
比
べ
て
日
本
が
、
休
暇

付
与
日
数
と
取
得
率
と
も
か

な
り
低
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
欧
米
と
の
違

い
は
高
度
成
長
期
に
そ
の
成

長
部
分
を
、
欧
米
で
は
休
暇

に
当
て
た
の
に
対
し
て
日
本

は
賃
上
げ
に
当
て
た
と
い
う

違
い
だ
。

　

こ
う
し
た
中
で
年
休
取
得

推
進
に
必
要
な
こ
と
は
要
員

管
理
と
休
暇
管
理
を
シ
ン
ク

ロ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
私
傷
病
の
た
め
の

休
暇
制
度
の
拡
充
、
年
休
は

労
働
者
の
権
利
で
あ
り
有
給

で
あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

▼
安
藤
哲
也
氏
。
こ
れ
ま
で

男
性
の
育
児
支
援
を
行
っ
て

き
た
が
、
仕
事
一
辺
倒
だ
っ

た
父
親
が
家
族
と
過
ご
す
時

間
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
ま
で
の
仕
事
中
心
か
ら
、

家
族
中
心
の
生
活
に
変
え
た

人
を
多
く
見
て
き
た
。
休
み

を
と
り
家
族
と
の
時
間
を
作

る
の
は
や
る
気
に
な
り
さ
え

す
れ
ば
で
き
る
。

　

休
暇
を
改
革
す
る
に
は
周

り
を
見
て
行
動
す
る
日
本
人

に
は
、
休
暇
を
義
務
化
す
る

な
ど
、
会
社
の
み
ん
な
が
休

暇
を
と
れ
る
よ
う
な
制
度
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

み
の
分
散
化
は
、
学
校
づ
く

り
や
、
地
域
・
街
づ
く
り
な

ど
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
有
効
な
政
策
で
は
な

い
か
。

▼
島
津
明
人
氏
。
ス
ト
レ
ス

社
会
の
中
で
休
暇
を
と
る
こ

と
は
非
常
に
重
要
。
ス
ト
レ

ス
の
回
復
効
果
を
見
る
と
3

週
間
で
元
に
戻
る
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
る
の
で
こ
ま
め
な

休
暇
取
得
が
有
効
に
な
る
。

そ
う
し
た
休
暇
に
よ
る
気
分

転
換
を
と
る
こ
と
で
家
庭
が

円
満
に
な
り
、
円
満
な
家
庭

が
仕
事
の
効
率
を
上
げ
る
な
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編
集
室
か
ら

　

Ｒ
Ｖ
ラ
ン
ド
阿
部
和
麿
社

長
の
「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

ク
リ
テ
ィ
ー
ク
」
は
今
回
で

最
終
回
。

　

06
年
の
10
月
か
ら
5
年
に

渡
っ
て
連
載
し
て
頂
い
た
。

2
ヵ
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で

お
邪
魔
し
、
打
ち
合
わ
せ
を

さ
せ
て
頂
い
た
。
忙
し
い
最

中
に
時
間
を
作
っ
て
頂
い
た

阿
部
氏
と
、
営
業
中
の
忙
し

い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
細
々

し
た
質
問
に
も
快
く
対
応
頂

い
た
Ｒ
Ｖ
ラ
ン
ド
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
連
載
に
あ
た
っ
て
は

影
の
立
役
者
と
い
う
か
、
連

載
の
企
画
、
毎
回
の
内
容
、

そ
し
て
タ
イ
ト
ル
を
考
え
て

頂
い
た
の
が
「
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
ス
ー
パ
ー
ガ
イ
ド
」

の
編
集
長
町
田
厚
成
氏
だ
。

ど
ん
な
に
忙
し
い
時
期
で
も

い
や
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
毎
回

の
打
ち
合
わ
せ
に
も
同
行
頂

き
、
そ
の
際
、
町
田
氏
が
阿

部
社
長
か
ら
引
き
出
し
た
話

が
草
稿
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
町
田
氏
の
ブ
ロ
グ
は

業
界
で
も
有
名
だ
。
新
鮮
な

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
情
報

や
業
界
の
展
望
な
ど
の
ほ
か

音
楽
、
書
評
と
幅
広
い
内
容

で
フ
ァ
ン
も
多
い
。
個
人
的

に
は
軽
い
た
め
息
の
よ
う
な

雑
感
が
好
き
だ
。
読
ん
で

い
る
と
ち
ょ
っ
と
元
気
に
な

る
。
興
味
の
あ
る
方
は
「
町

田
の
独
り
言
」
で
検
索
。

　

キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
の
幕

開
け
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
、

「
ア
ウ
ト
ド
ア
2
0
1
0
」

が
4
月
10
日
（
土
）・
11
日

（
日
）、
東
京
都
代
々
木
公

園
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ

れ
る
。

　

2
0
1
0
年
の
最
新
キ
ャ

ン
プ
グ
ッ
ズ
を
一
つ
の
会
場

で
一
同
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
。

　

展
示
の
他
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
や
コ
ン
テ
ス
ト
、
ガ
ル

ヴ
ィ
編
集
部
に
よ
る
キ
ャ
ン

プ
教
室
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
静
岡
県

の
本
門
寺
重
須
孝
行
太
鼓
、

深
川
2
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演

奏
、
津
軽
三
味
線
小
山
流
な

ど
様
々
な
演
奏
が
会
場
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
。

　

そ
の
他
、
場
内
で
は
キ
ャ

ン
プ
場
で
行
っ
て
い
る
ク
ラ

フ
ト
教
室
な
ど
が
開
か
れ
る

他
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参

加
す
れ
ば
抽
選
で
、
豪
華
キ

ャ
ン
プ
用
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン

プ
協
会
03
・
3
3
5
7
・

2
8
5
1
。

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
で
は
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
推
薦
の
「
キ
ャ
ン
プ
場

総
合
保
険
」
の
加
入
キ
ャ
ン

プ
場
を
募
集
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
管
理

に
起
因
す
る
「
賠
償
責
任
保

険
」。
キ
ャ
ン
パ
ー
が
怪
我

を
し
た
際
な
ど
に
適
用
さ
れ

る
「
お
見
舞
い
金
保
険
」。

キ
ャ
ン
プ
場
の
従
業
員
に
対

す
る
「
傷
害
保
険
」
の
3
種

類
で
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
加
盟
す
る
キ

ャ
ン
プ
場
の
み
が
加
入
で
き

る
。

　

団
体
保
険
な
の
で
、
比
較

的
低
料
金
で
加
入
で
き
る
の

が
特
徴
で
、
現
在
も
1
0
0

カ
所
以
上
の
キ
ャ
ン
プ
場
が

加
入
し
て
い
る
。

　

案
内
は
別
途
さ
れ
て
い
る

の
で
加
入
希
望
の
キ
ャ
ン
プ

場
は
申
込
み
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
宛
て

に
送
付
。

　

取
扱
代
理
店
・
白
門
保
険

事
務
所
、
引
受
保
険
会
社
・

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
。

　

問
い
合
わ
せ
Ｊ
Ａ
Ｃ
03
・

3
3
5
7
・
2
8
5
1
。

キャンプライフの情報紙
●年間購読料　　3,600円（送料共）
定期購読ご希望の方は、右の申込書に所
定の事項をご記入の上現金書留もしくは
郵便振替でお申し込み下さい。
●申し込み先
〒160-0008　東京都新宿区三栄町12
清重ビル2F
社団法人　日本オート・キャンプ協会
「オートキャンプ」購読係
●郵便振替口座番号

00160-9-157605
●加入者名
社団法人　日本オート・キャンプ協会

購読申込書
オートキャンプを　　月より
定期購読いたします

〒
住 所

氏名　　　　　　　　　　年 齢　　　歳
職 業
☎

メーカーの人と直接話ができるのも魅力

　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
は
「
子
ど

も
の
森
づ
く
り
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
子
森
ネ
ッ
ト
）

の
協
力
団
体
に
加
わ
っ
た
。

　

子
森
ネ
ッ
ト
は
、
全
国
の

幼
稚
園
の
活
動
と
し
て
森
で

拾
っ
て
き
た
ド
ン
グ
リ
を
植

え
自
分
た
ち
が
育
て
た
ド
ン

グ
リ
の
苗
木
を
森
に
植
え
る

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
う

し
た
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
達
に
、
木
と
の
ふ
れ
あ

い
、
命
と
の
触
れ
あ
う
機
会

を
持
ち
、
豊
か
な
感
性
を
持

子ども達が育てた
 苗木をキャンプ場に

JAC子森ネットに加盟

来
場
者
に
豪
華
賞
品

　
　

ア
ウ
ト
ド
ア
2
0
1
0

　
　

4
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

っ
た
子
ど
も
を
育
む
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、

苗
木
を
植
え
る
場
所
と
し
て

キ
ャ
ン
プ
場
が
考
え
ら
れ
て

お
り
、
今
回
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
協
力

団
体
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
木
を
植
え
た
子
ど
も
達

は
、
自
分
の
植
え
た
木
の
あ

る
場
所
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
場

を
覚
え
、
同
時
に
キ
ャ
ン
プ

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
自
然
に
対
す
る
興
味
は
よ

り
拡
が
っ
て
い
く
。

  

子
森
ネ
ッ
ト
の
活
動
は
今

年
で
3
年
目
を
迎
え
、
各
地

幼
稚
園
で
は
、
全
国
の
ロ
グ

ビ
ル
ダ
ー
の
協
力
で
作
ら
れ

た
丸
太
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
苗

木
が
育
っ
て
い
る
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
も
募
集
中
。

詳
し
く
は
同
事
務
局
03
・

5
7
1
1
・
0
3
6
2

キャンプ場保険
 入ってますか！
JAC団体保険のご案内
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50
周
年
復
刻
モ
デ
ル
も

エ
コ
と
コ
ン
パ
ク
ト

新
製
品
ナ
ビ

～絶品ダッチオーブン料理～

「鶏から揚げキムチ味」

塩原真知子（しおはら・まちこ）
移動アウトドアショップ・イーキャンパー広報イベント担当。
店頭でダッチオーブンを使ったお菓子やパンの作りを紹介するほか、キャンプ場
などで行うイベントでは、料理教室なども開催している。

　我が家の定番のから揚げはピ
リッと辛いキムチ味です。
　ダッチオーブンで揚げると、
驚くほどカラッとジューシー
に。1度食べたら止められない
美味しさです。
　冷めても美味しいのでお弁当
のおかずにもいいですよ。是非
作ってみてくださいね。
〈下準備〉
8インチまたは10インチダッチ
オーブンを使用。
　フォークを使って、鶏肉に穴
を開け、食べやすい大きさに切
り分けます。

〈作り方〉
① 鶏肉はキムチの素につけ良
くもみこんで味をなじませ30
分置きます。
②袋の中に片栗粉を入れて、鶏
肉を入れ、粉が飛び散らないよ
う袋の口をしっかり持ってよく
振ります。
③ダッチオーブンに揚げ油を適
量入れ温めます。
④油が温まったら、鶏肉を入
れ、まわりがカリッとしてきた
ら、裏返して中まで火が通るま
で揚げます。
　お皿に盛れば出来上がり。

スノーピーク
2010カタログ

　

黄
色
い
ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
お
馴
染
み
の
イ
ワ
タ
ニ
・
プ
リ
ム
ス
は
定
番
の
コ
ン

パ
ク
ト
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
、
ニ
ー
モ
テ
ン
ト
な
ど
に
、
木
製
の
ツ
ー
リ
ン
グ
用
ロ
ー
テ
ー

ブ
ル
が
加
わ
り
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
拡
大
。
03
・
3
5
5
5
・
5
6
0
5

　

ゴ
ム
ボ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
の
老

舗
「
ア
キ
レ
ス
ボ
ー
ト
」
は
今

年
50
周
年
。

　

運
転
免
許
の
必
要
な
本
格
的

な
も
の
か
ら
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

用
、
釣
り
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
に
使

う
手
こ
ぎ
ゴ
ム
ボ
ー
ト
ま
で
用

途
に
合
わ
せ
て
様
々
な
船
種
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

03
・
3
2
2
5
・
2
1
8
6

ロ
ゴ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

 
2
0
1
0
カ
タ
ロ
グ

　

ヤ
シ
ガ
ラ
を
使
っ
た
炭
「
エ
コ
コ
コ
ロ
ゴ
ス
」
な
ど
環
境
問
題
に
貢
献
す
る
製
品
の

紹
介
の
他
、
コ
ン
パ
ク
ト
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
製
品
や
独
自
の
性
能
な
ど
を
巻
頭

で
ア
ピ
ー
ル
。
2
0
1
0
年
の
目
玉
は
、
様
々
な
連
結
が
可
能
な
、
高
さ
2
・
9
ｍ
の

◆材料4人分
鶏もも肉 700ｇ
桃屋のキムチの素 60ｇ
片栗粉 適宜
揚げ油 適量

新発想の新製品

ア
キ
レ
ス
ボ
ー
ト

 

2
0
1
0
カ
タ
ロ
グ

読 者 プ レ ゼ ン ト

ドイター
スクエアーヒップ
を１名に

　

1
8
9
8
年
に
ド
イ
ツ
で
創
業
し
た
バ
ッ

ク
パ
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド
「
ド
イ
タ
ー
」。
プ
ロ

の
登
山
家
と
協
力
し
て
作
ら
れ
る
製
品
は
、

用
途
に
応
じ
た
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
知

ら
れ
る
。
イ
ワ
タ
ニ
・
プ
リ
ム
ス
か
ら
ド
イ

タ
ー
の
「
ス
ク
エ
ア
ヒ
ッ
プ
」
を
抽
選
で
1

名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
（
必
須
）、
年
齢
・
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
か
、
一

般
（
本
紙
を
見
た
場
所
も
ご
記
入
下
さ
い
）

・
感
想
等
を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お
送

り
下
さ
い
。
〒
1
6
0
・
0
0
0
8
東
京
都

新
宿
区
三
栄
町
12　

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン

プ
協
会
3
月
号
Ｐ
係
。
締
切
り
は
4
月
15

日
。
発
表
は
発
送
に
換
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。（
個
人
情
報
は
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
み

に
使
用
い
た
し
ま
す
）

夏
発
売
の
新
製
品
も
あ
り

ユ
ニ
フ
レ
ー
ム
2
0
1
0
カ
タ
ロ
グ

　

定
番
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
グ
リ
ル
、

焚
き
火
台
、
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
に
今

年
は
焚
き
火
を
囲
む
「
イ
ロ
リ
」
の

他
、
7
月
発
売
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
「
テ

ト
ラ
」
は
期
待
大
。

　

巻
末
の
ス
ペ
ア
パ

ー
ツ
の
一
覧
が
長
く

使
え
る
製
品
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
て
く

れ
る
。

03
・
3
2
6
4
・
8

3
1
1
。

イワタニ・プリムス
2010カタログ

コンパクトアイテム充実

た
、
瞬
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
や
、
ア
イ
ア
ン
グ
リ
ル
に
組
み
込
め
る
卓
上
シ
ン
グ
ル
バ

ー
ナ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
デ
ザ
イ
ン
と
新
発
想
に
よ
る
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
が
多
数

登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
に
は
、
開
発
者
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
そ
の
製
品

に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
話
が
興
味
を
そ
そ
る
。
0
2
5
6
・
38
・
1
1
1
0
。

　

2
0
1
0
年
は
新

し
い
企
画
が
目
白
押

し
。
本
紙
で
紹
介
し

巨
大
な
ド
ー
ム
テ
ン

ト
「
デ
カ
ゴ
ン
」。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

か
ら
ツ
ー
リ
ン
グ
テ

ン
ト
、
日
常
に
も
使

え
る
小
物
類
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

06
・
6
6
8
1
・
8 

0
0
0
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